
　初夏の候、皆さま方には益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。

今月号は4月から常勤として赴任された形成外科にスポットを当てて

お届けします。

　今後とも患者さまのご紹介を宜しくお願いいたします。

形成外科からのごあいさつ

　平素より格別のご高配を頂き誠にありがとうございます。

今年度4月より阪南市民病院の形成外科に勤務している山内誠と申します。

当院の形成外科は昨年まで非常勤医の週１回外来のみでしたので、今までは他病院に紹介

せざるを得なかった形成外科領域の疾患も今後は当院での治療が可能となります。

　私の専門は、小児先天異常、顔面外傷（鼻骨骨折や頬骨骨折などの顔面骨骨折を含む）、

熱傷（熱傷の後遺症や瘢痕拘縮も含む）（図1）などですが、他にも皮膚良性・悪性腫瘍や

眼瞼下垂の治療など形成外科全般の治療が可能です。

図１手熱傷瘢痕拘縮
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【術前】 【皮膚移植施行】 【術後９ヵ月】 



　手術以外にも、生まれつきの耳介変形に対する矯正治療（図２）や褥瘡や難治性皮膚潰瘍に

対する陰圧閉鎖療法なども行っております。特に耳介変形に対する矯正治療は、形成外科医以

外に知られていないことも多く、出来るだけ生後すぐに治療を開始しないと改善が難しくなり

ます。

図２右埋没耳

　このような患者さまがいらっしゃいましたらご相談いただけると幸いです。

今後とも何卒よろしくお願いいたします。

第76回　市民病院公開講座開催のお知らせ

テーマ： 『がんの遺伝子検査に基づく個別化がん治療』

講師： 講師：西尾　和人（にしお　かずと） 先生

（近畿大学医学部ゲノム生物学教室教授）

日時： 2023年7月15日（土）

午後２時～1時間程度

場所： 阪南市民病院　7階さつきホール

参加費： 無料　先着50名様

申し込み： 2023年6月5日（月）

　　　　　　　　　　社会医療法人生長会　阪南市民病院　　地域連携室

　　　　　　　　　　　（直通）TEL 072-471-3020  　 FAX 072-471-3977

　

　　　　受付時間　午前8：45～午後6：00　※土曜日は午後0：30までとなります

　　　　　　　　　　～ 阪南市民病院　基本方針 ～
　　　　　全人的な医療を通して 人々が自分らしく生きることに貢献する病院
　　　　　「やさしい」「ていねい」「あったかい」医療を提供する

耳介上方が側頭

部に潜り込みマス

クや眼鏡が装着

できません。 

生後すぐに開始

するほど効果が出

ます。 

【治療前】 【装具による矯正治療】 【治療後】 


